
データ価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤豊田合成について

　廃棄物量※2・水リスクの極小化やリサイクルしやすい製品設計を通して限りある資源を有効に利用し、循環型社会の実現

に貢献しています。
※2  TG2050環境チャレンジで掲げた排出物量極小化に向け、現在は、廃棄物量の低減に取り組んでいます。

循環型社会の構築

　当社はゴム・樹脂を専門とする高分子メーカーとして、

限りある資源を有効活用することで、循環型社会の実現に

向け取り組んでいます。

　製造現場中心の不良・歩留まり対策だけでなく、源流部

門である材料技術・生産技術を巻き込んでの排出抑制・リ

サイクルに取り組み、資源循環の拡大を進めていきます。

　また、水に関しては気候変動の影響により世界各地で水

不足や水害などが発生しており、大きな問題となっていま

す。そのため、グローバルで事業活動を展開する国・地域ご

とにリスクを洗い出し、水使用量の低減や水のリサイクル

はもちろん、よりきれいな排水として地域に還すことなど

のリスク低減に取り組んでいます。

基本的な考え方

　資源循環に関する「リスク」と「機会」を重要な経営課題と捉え、重点取り組み事項のひとつとして全社で取り組んでいます。

資源循環に関する「リスク」と「機会」

影響する項目 リスク 機会 対応

資源の枯渇
（不足）

・ 原材料の調達難や価格高騰による収益悪
化と生産支障

・ リサイクル技術、材料使用量の削減
による収益向上

・上記技術開発による企業価値の向上

・軽量化に向けた製品開発の推進
・原材料のリサイクル技術開発
・ 植物由来のバイオ材やリサイクル材の活用拡大

水リスク
（量・質）

・生産に必要な水の確保難による生産支障
・水質悪化による製品品質の悪化
・水害による生産支障

・ 水の再利用、使用量の削減による収
益向上

・上記技術開発による企業価値の向上

・水の再利用技術の開発
・雨水の利用の活用拡大
・ 生産体制の見直し、電気設備の設置場所見直し

　6種類の温室効果ガスのうち、当社で使用している3つの

ガス（HFC、PFC、SF 6）について低減活動を行っています。

ハンドルの芯金生産に使うシールドガスなどは、いずれも

環境負荷の低い代替ガスへの切り替えを2015年度までに

完了しました。引き続き低減活動に取り組んでいきます。

温室効果ガス（6ガス）※1 排出量の低減
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再生可能エネルギー導入率 ［グローバル］　クリーンなエネルギーである太陽光発電、風力発電の設置、

グリーン電力の購入など、再生可能エネルギーの拡大を図

り、2021年度末時点で導入率はグローバル全電力の5％を

超えました。2030年度までに20% 以上を目指して拡大を

進めていきます。

■再生可能エネルギー

　地球環境保全の観点から、自社の事業活動における

GHG 排出量（Scope1、Scope2）だけでなく、原材料の採

掘から廃棄なども含んだバリューチェーン全体の排出

量（Scope3）も把握し、公開しています。なお、2021年度

からカーボンニュートラル促進プロジェクトを発足させ

Scope3の精度向上を進めるとともに、2030年マイルストー

ンの設定や排出量が多い原材料は軽量化・リサイクルなど

図り低減取り組みを進めています。

バリューチェーンにおける環境負荷

廃棄物の低減
■2030年マイルストーンの設定

　TG2050環境チャレンジで掲げた循環型社会の実現に向

けて、排出物量の極小化を目指して、2030年マイルストー

ンとして目標を設定し、排出抑制・発生源対策、ゴム・樹脂

屑のリサイクル、徹底的な分別による廃棄物の低減など資

源の有効利用に取り組んでいます。

廃棄物量の極小化に向けたシナリオ（削減イメージ図） ［単体］
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第7次環境取組みプラン

■プラスチック資源循環促進法の対応

　当社では2022年4月施行のプラスチック資源循環促進

法の対応およびカーボンニュートラルへの寄与も考慮し、

環境に配慮した3R+Renewableな製品の設計・製造に取り

組んでいます。

　また、新たに2030年のプラスチック産業廃棄物量の目標

を設定し、プラスチックの資源循環に取り組んでいます。
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上記以外については極微量または非該当

Scope・カテゴリー 排出量（万t）

Scope1 10.1

Scope2 37.0

Scope3

1.購入した商品およびサービス 138.1

172.4

2.資本財 14.5

3. 燃料およびエネルギー関連活動
（Scope1,2を除く） 5.0

4.上流の物量 8.2

5.操業で発生した事業廃棄物 3.8

6.出張 0.4

7.従業員の通勤 2.3

8.上流のリース資産 0.1

Scope別CO2排出量（2021年度実績） ［グローバル］

プラスチック産業廃棄物量 ［単体］
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